



本発表は，松原隆彦氏 (KEK) との共同研究 ([1], [2]]) に基づきます．
1 確率場とミンコフスキー汎関数
ベクトルの添字を持つ確率変数X(t), t ∈ T ⊂ Rnを確率場という．ここ
では等方的な確率場だけを考える．図1 (左) は次元nが2のときの確率
場（平面データ）である．
















X(t) = a0 + a1φ(t) + a2φ
(2)(t) + a3φ
(3)(t) + · · · , t ∈ R3,
ただしφ(j)はφのj次形式．



















θ(t1) · · · θ(tk)cum(X(t1), . . . , X(tk))dt1 · · · dtk.
等方性確率場の場合のk次キュムラント（k点相関関数）は，k点のペア
ワイズ距離の関数となる：























Hn−1(x) + ν∆1,n(x) + ν






















本定理は，J. Taylor の Gaussian Kinematic Formula (GKF) の一つの一
般化である．
4 シミュレーションデータとの比較 (Matsubara 2010)
CMBモデルの一例：




















































繰返し数100,000回, Mj(Tx), j = 0 (左), j = 1 (中央), j = 2 (右)
下段は摂動修正項 (∆1,nと∆2,nの寄与) だけをプロット
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